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　みなさん、ハリウッド版ゴジラ観

ましたか。私は観てません。では、さ

ようなら。

　というわけにはいかん。今回は怪

獣について語らねばならない。

　ハリウッドのゴジラはイグアナが

放射能の影響で巨大化したものだそ

うだが、ならばブースカと同じでは

ないか。あまり知られてはいない

が、ブースカもイグアナが巨大化し

たものなのである。そういえば、こ

ないだ梅田を歩いてたら、ゴジラの

上映館から出てきた男女が口々に

「ゴジラの頭についてた王冠みたい

なの何？」「ゴジラの叫び声、日本の

やつのほうが良かったなあ。バラ

サ、バラサって変だよね」「ストー

リーもおかしかったよな。どうして

ゴジラがラーメン工場を襲うんだろ

う」などと言い合っていたなあ。私

が極秘に入手した情報によると、ハ

リウッドではすでに続編が作られて

いて、タイトルは「ゴジラ対チャメ

ゴン」だそうである。

　さて、あほなことを言うとらん

と、本題に入ろう。

「怪力乱神を語らず」という言葉が

ある。賢者は、幽霊、妖怪、怪獣、超

常現象の類には言及しない、という

意味で、孔子の態度を表わした言葉

だそうであるが、「賢者は」のかわり

に「まともな小説は」という言葉を

頭につけてもよいかもしれない。

　おそらく孔子が今生きていたら、

駅にある「青少年に有害な本・雑誌

を処分しましょう」と書かれたポス

トに早川ＳＦ文庫と創元ＳＦ文庫を

片っ端から投げ込むだろう。ＳＦと

いうのは、怪力乱神を語りまくるも

のだからだ。

　怪力乱神の最たるものが怪獣であ

ろう。そして、ＳＦは怪獣の宝庫で

ある。

　まともな小説、たとえば純文学や

恋愛小説にはあまり（というかほと

んど）怪獣はでてこない。太宰治の

「人間失格」に突然全長８０メート

ルの巨大ミミズが登場したりすると

読者はあきれて本を投げ出すだろう

が、ＳＦではたとえ２００メートル

のミミズが出てきても、読者は「な

んだ、たった２００メートルか」と

悠然たるものである（長さの問題や

ない）。恋愛小説で、愛を語り合う美

男美女のカップルの横手の地面から

突然、１３本の首を持つ怪獣ヤマタ

ノギドラが現われたりすると読者は

怒って本を叩きつけるだろうが、Ｓ

Ｆではたとえ７５本の首を持つ怪獣

が出てきても、読者は「なんだ、たっ

たの７５本か」と余裕をみせるだろ

う（数の問題やない）。

「何？　ＳＦはまともな小説ではな

いというのか！　きさまもＳＦはク

ズだと言いたいのか！　われらが愛

するＳＦを冒涜したな。叩っきって

やる」

　しまった、愛国者が出てきた。い

えいえ、そういう意味ではありませ

ん。大阪では「まともやない」とい

うのは最高の褒め言葉なのです。

「おまえ、まともやないなあ」と言わ

れたら、関西人は皆、「おおきに。そ

う言うてもらえるとうれしいわ。ラ

ムネでもおごろか？」と応えるのが

普通です。

「本当か・・・」

　もちろんですよ。目立ちますか

ら、はやく宇宙戦艦に乗って引き上

げてください。しかし、特攻隊の

かっこして、頭に「ＳＦ万歳」の鉢

巻して、あんたもまともやないな

あ。

「ありがとう。ラムネでもおごろう

か」

　また、次の機会にお願いします。

　閑話休題。とにかくＳＦにはやた

らと怪獣、怪人、怪物、怪鳥が出て
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くる。その昔、粗製濫造されたス

ペースオペラ（最近は良い意味で使

われているが、もとは西部劇の舞台

を宇宙に置き換えただけのような三

流宇宙小説を意味した）には、いわ

ゆるＢＥＭというやつが登場する。

「何だね、それは」

　あれ？　まだ帰ってなかったんで

すか。これは意外と知られていませ

んが、「インターナショナル・ビジネ

ス・マシーンズ」の略なのです。

「それはＩＢＭだろう。ＢＥＭ・・・

あ、わかった。ビッグ・エレファン

ト・マウンテンの略かね」

　何ですか、それ。

「適当に言ってみただけだ。それ

じゃ『ぶさいくのくせに・ええかっ

こさらすな・牧◯◯子！』の略か？」

　こ、これこれ、個人攻撃はやばい

ですよ。もう帰ってください。用事

はないんでしょ。ああ、やっと帰っ

てくれた。

　ＢＥＭというのは、バッグ・アイ

ド・モンスター、つまり、昆虫みた

いな馬鹿でかい目をした怪獣という

ことだ。その頃のＳＦにはその手の

化け物がうじゃうじゃ登場して、半

裸のヒロインを襲うことになってい

た。ちなみに、ウルトラマン第１話

「ウルトラ作戦第１号」に登場する

宇宙怪獣がベムラーという名前なの

は、このＢＥＭを踏まえているので

ある（ような気がする）。

　それでは落語にはそういった怪力

乱神は出てくるのであろうか（やっ

と落語の話になってきた）。

　なんぼでも出てきます。

　幽霊、河童、天狗、鬼、狸、狐、雷、

乙姫、死神、風の神、貧乏神、福の

神、ろくろ首、化け猫などなど、落

語は怪力乱神のオンパレードであ

る。これは、江戸から明治にかけて

の庶民がいかにこれらの摩訶不思議

な連中のことを身近に感じていたか

を表わしていると思う。たとえば、

現代の寄席において狐が人間を化か

す噺をやっても、狐は本当に人を化

かすのだと信じて聴いている人は皆

無だろうが、明治や大正の頃なら、

観客の多くは狐の霊力なるものを半

ば信じていただろうから、噺の味わ

いはおのずとちがったものであった

だろう。ましてや江戸時代において

は、庶民の大半は狐や狸が人間を化

かすということを確信していたにち

がいないから、噺がとてもリアルに

感じられただろう。

　というわけで、いわゆる妖怪変化

のたぐいは落語の陰の主役といって

もいいぐらい数多く登場するのだ

が、うーん・・・。

「どうしたんだ、腹でも痛むのか」

　わっ、びっくりした。まだ、帰っ

てなかったんですか。

「不気味な唸り声がするから戻って

きたのだ。腹痛にはこれが一番よく

効くぞ。

越中富山のママレモン・ママ」

　いりませんわ、そんなもん。腹が

痛くて唸ってるんじゃないんです。

ちょっと悩みがありましてね。実

は、大きい声では言えませんが・・・。

「何！　肝心の怪獣が出てくる落語

がまるでない、だと！　よくそれで

今回のテーマを怪獣にしようなどと

考えたな、このたわけもんがああ

あっ！」

　メガホンを使わないでください

よ。だって、ないものはないんだか

らしかたがないでしょう。どうせこ

んな連載、誰も読んでないんだし。

「馬鹿者！　開き直ってどうする。

あれがあるではないか、あれが！」

（ひそひそと耳打ちをして、男Ａ退

場）

　なるほど、そうか。あまり出ない

ネタなので忘れていた。

「苫ケ島」という噺がある。
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　かの紀州大納言頼宣の領地に苫ケ

島という無人島があった。ある時、

頼宣はその島で狩猟をすると言い出

した。「昔、あの島の木を切ろうとし

て木こりが１９人渡ったが、神罰ゆ

えか全員が死亡した。狩りなど催し

たらどんな罰があるか」と家来たち

がとめたが、大納言はきかない。し

かたなく大勢で苫ケ島に渡ったが、

獲物は一匹もなく、そのうち一天に

わかにかき曇り、大嵐になった。そ

して、毒々しい妖気とともに出現し

たのは、巨大なうわばみであった。

　何？　うわばみをご存じない。う

わばみというのは、ものすごくでか

い蛇、つまり、大蛇のことである。前

に、「アナコンダ」という映画があっ

たでしょう。あんなやつだ（観てな

いけど）。そうそう、「海底軍艦」に

出てくるマンダ。あれはうわばみの

中でも大物といえるだろう。

　なぜ、大蛇のことをうわばみとい

うのだろう。昔、「うわ」というもの

がいて、これが時々ばむ。そこから、

うわばみという名がついたという。

　話は戻るが、突然、目の前に現わ

れた巨大な爬虫類は、大納言一行に

向かって進んできた。誰かあの化け

物をやっつけろ、と頼宣が下知する

と、一人の侍がなぎなたを大蛇の口

につっかえ棒にして、口が閉じない

ようにしておいて、その鼻をガツン

と殴った。大蛇はタラタラと鼻血を

流したが、その首の鱗を３枚抜く

と、不思議にも鼻血はとまりまし

た。

　このオチが何のことだかわからな

いって？　ご安心ください。私にも

わからない。

　うわばみの登場する噺をもう一つ

ご紹介しよう。「夏の医者」である。

　江戸時代の田舎の話。日射病で倒

れた父親を診察してもらうために、

息子は山越しの八里半向こうにある

隣村まで医者を呼びにいく。医者を

連れかえってくる途中で、二人はう

わばみに呑まれてしまう。

　何？　うわばみをご存じない。う

わばみというのは、ものすごくでか

い蛇、つまり、大蛇のことで・・・

え？　知ってる？　みんなえらいな

あ。

　さて、うわばみに飲み込まれた医

者は、腹の中で下剤を撒く。この下

剤が効いたの効かないの。たちまち

大蛇はゴロゴロピー状態になり、二

人はあっというまに腹の中からズ

ボーッと下されてしまう。このあた

りはスカトロの世界だ。よかった、

助かったと思っていると、なんと肝

心の薬箱を腹の中に忘れてきてし

まった。これでは診療ができない。

医者は「もう一度、わしを飲み込ん

でくれ」とうわばみにせがむが、

げっそり痩せたうわばみは息もたえ

だえに「もう嫌じゃ。夏の医者は腹

にさわる」。

　他に怪獣の出てくる落語・・・な

いと思うけどなあ。「地獄八景」に出

てくる人呑鬼は文字どおり人間を呑

むほどの大きさの鬼だから、巨大さ

からすると怪獣といえるが、鬼を怪

獣とはちょっと呼びにくい。

　どなたか「怪獣ネタ」の落語をご

存じのかた、ご教授ください。


